
シンフォニー
第27号2021年1月発行

北本市は地球環境に配慮した取り組みを進めています。

　「シンフォニー」とは交響曲のこと。いろいろな
楽器が響き合って一つの曲を奏でるように、男女が
力を出しあって、調和のとれた男女共同参画社会を
創造できるようにと名づけられたものです。
　シンフォニー第27号はいかがでしたか？みなさ
んのご意見・ご感想をお待ちしています。

「シンフォニー」は市民の編集協力員が企画・編集
しています。あなたもシンフォニーをいっしょに
つくってみませんか？興味のある方は、

編集協力員募集

人権推進課 人権推進・男女共同参画担当
　　　　　（電話０４８－５９４－５５０６）

シンフォニーシンフォニー

みんな共同参画！！
～“その人らしさ”について考えてみよう「LGBT」～

特集

男女共同参画情報紙「シンフォニー」編集協力員
邨山  真理・小林  聡子・林田  幸子
北本市 総務部 人権推進課 人権推進・男女共同参画担当
〒364-8633　北本市本町1丁目111番地　
TEL：048-591-1111（代表）　FAX：048-592-5997

〈企画・編集〉

〈発　　　行〉

北本市男女共同参画情報紙　第27号

までお問合せください。

・専門の女性相談員が相談に応じます。　・上記以外の日程でも職員が対応します。

第１・３水曜日　第２月曜日
予約・問合せ

相談日（予約制）

048-594-5506人権推進課 人権推進・男女共同参画担当

　ＤＶとは、夫婦や恋人など親密な関係にあるパートナーからの暴力を言います。
　暴力の形はさまざまで、殴る、けるなどの身体的暴力、大声で怒鳴ったり、物にあたるなどの精神的暴力、
生活費を渡さないなどの経済的暴力、性行為の強要、避妊に協力しないなどの性的暴力など多岐に渡ります。
　ＤＶは決して他人ごとではありません。県の調査では、女性の４人に１人が「パートナーから何らかの暴力を受
けたことがある」と回答しています。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは…

ひとりで悩まないで相談してみませんか？

☎ ０１２０－２７９－３３８（24時間、年中無休）
※性的少数者に関する相談は、ガイダンスにそって＃４を押してください。
※通話による聞き取りが難しい方は、FAX：０１２０－７７３－７７６をご利用ください。

相談窓口

以下の相談窓口は専門の相談窓口ではありませんが、相談に応じています。

☎ ０４８－６００－３８００（月～土、10:00～20:30、祝日・年末年始・第3木曜日を除く）
※ホームページは「With You さいたま」で検索

☎ ０４８－７２３－１４４７（月～金、9:00～17:00、祝日・年末年始を除く）

（県内の小・中・高校生・青少年〔原則18歳まで〕に関する相談）

埼玉県男女共同参画推進センター

よりそいホットライン（一般社団法人社会的包摂サポートセンター）

埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター内）

埼玉県立総合教育センター　よい子の電話教育相談

市では様々な悩みを持つ女性を対象にした女性相談を実施しています。

今回のシンフォニーでは、「LGBT ～性的少数者～」について、
当事者・支援者団体として活動されている「レインボーさいたまの会」の方とともに、

“その人らしさ”について考えてみたいと思います。

インタビュー記事は中面へ▶

そもそも 「LGBT」とは…　

「弟」から、身体上の性別は女性だが、心は男性
（トランスジェンダ―）と打ち明けられた事をきっ
かけに活動を開始。自身は会社員。２児の父親で
もある。埼玉県内在住。

子ども用　☎ ＃７３００　または　０１２０－８６－３１９２（24時間、年中無休）
保護者用　☎ ０４８－５５６－０８７４（24時間、年中無休）
Ｅメール相談　　  soudan@spec.ed.jp
ＦＡＸ相談　　０１２０－８１－３１９２　※Ｅメール相談・ＦＡＸ相談の受信確認・返信は平日9:00～17:00

専門相談

その他の相談窓口

「レインボーさいたまの会」
代表 加藤さん

10代後半にバイセクシュアルであることを自覚。
男性とも女性とも交際経験あり。家族は自身の
事を理解してくれている。幼稚園児～高校生の
４児の母親。埼玉県内在住。

「レインボーさいたまの会」
共同代表 鈴木さん

お話を聞いたのは

性的少数者を表す総称のひとつです

「レインボーさいたまの会」 rainbowsaitamanokai@gmail.com

具体的な活動内容等

Symphony



こんな困難に
悩むことも
あります

誰も
が“そ

の人らしく”生きられる社会へ…
市内
の小・中

学生からのメッセージです

性的少数者のカップル
レズビアン、ゲイ、バイセクシュアル、
トランスジェンダー（ＬＧＢＴ）等に
代表される性的少数者等のカップル

事実婚のカップル
事情により婚姻していないカップル

北本市パートナーシップ宣誓制度とは・・・

※申請方法等の詳細については、
　北本市人権推進課人権推進・男女共同参画担当

 ☎ 594-5506（直通）
　                           までお問合せください。

相談窓口等については裏面にご案内があります。

■     LGBTの今について
加藤　日本人のLGBT層
の比率は8.9%というデータがあり、これは左利き
の人の割合とほぼ同じといわれています。（※1）
北本市の人口を約7万人とすると、6千人くらいの方
が「LGBT」でもおかしくないかもしれないですよ
ね。
（※1）電通ダイバーシティ・ラボ「LGBT調査2018」調査対象
　　  6,229人20～59歳より

■     活動を行っている上で、困難なことは
　ありますか？

鈴木　「LGBT」に対する偏見等により、当事者はな
かなか声を上げることができません。それにより、
当事者が「いない」こととされ、「いる」ことを前提
とした環境が整っていないことがよくあります。特に
地元ほど声を上げることが難しいと思います。
私は、多様性が尊重される地域で子どもを育てたい
と思いますし、私の子ども達の世代にはそれが当た
り前になっていてほしいです。
加藤　「『LGBT』は少子化につながる」等の誤った
認識を持つ人が少なくないため、私達の活動に対し
て、心無い言葉を投げかけられることもあります。

■     当事者の方の困難に
　ついて教えて
　いただけますか？

加藤　社会的な制度の面では、相続、税制、社会
保障、住宅、福利厚生、医療場面での同意等、
同性等のカップルが、婚姻をしたカップルと同じ
ように対応してもらえないことによる経済的な不利
益や社会的な困難が、当然のことながら生じてい
ます。
鈴木　社会で、「家族」として扱われないことでパー
トナーに緊急事態が起こったとしても、同性等の
パートナーは何もすることができないことがありま
す。男女間以外にもパートナーの関係性があること
を広く知ってほしいです。

加藤　そういった意味では、
北本市が実施している「パー
トナーシップ宣誓制度（※2）」
は、「カード一枚」ではありますが、このカード
一枚が、本人達にとって生きる希望や夢につながり
ます。自分達の存在を、地元の自治体が「認めてく
れた」というだけで、非常に大きな意味があると思い
ます。住宅や福利厚生、その他の場面で制度が利
用できるようになることは、もちろん必要ですが、そ
れよりも、まず「認められる」こと。それが、当事者に
とって生きづらさの解消や生きがいにもなります。
（※2）次ページ下「北本市パートナーシップ宣誓制度とは…」に
　　 説明があります。

■     パートナーシップ宣誓制度が与える影響
　としてどのようなことが考えられますか？

鈴木　制度がない場合、当事者は地元を離れる、
または地元に戻って来ないことが多いです。多様な
生き方が尊重される自治体は、「誰もが安心して住み
続けられるまち」になるのではないでしょうか。
加藤　過疎化や少子高齢化の問題と同じように
「LGBT」についても取り組むことは大切です。制度
があることで「どんな人も安心して住み続けられるま
ち」になり、一度地元を離れた当事者が戻ってくる
ようになるかもしれません。

■     当事者・支援者の
　立場として

鈴木　パートナーシップ宣誓制度を導入しても、実際
に宣誓する人は少ないかも知れませんが、当事者や
当事者家族などにとっては制度が導入されること
が、大きな励みになります。
加藤　パートナーシップ制度についての要望等を自治
体側に伝える際に、「ウチに当事者はいない。（要望は
ない）」とか「『LGBT』に対する住民の理解が進んでい
ない。まずは周知・啓発。」等の声をよく聞きます。で
も、「LGBT」は、当たり前に存在する「人権」の問題
であると思っています。制度が整い、拡がる中で世
の中の「理解」が進んでいくのではないでしょうか。

みんな共同参画 ! !

～その人らしさについて考えてみよう「LGBT」～

　戸籍上の性別にとらわれず、同性カップルや事実婚の人などが、お互いを人生の大切なパート
ナーであると宣誓した宣誓書を提出し、北本市がパートナーシップ宣誓証明書や宣誓証明カード
を交付するもので、令和２年11月より制度を開始しました。

 対　象　

認めてもらえる
それだけで意味が

ある

8.9％
左利きの人の割合と

同じくらい

大切な人の
緊急事態なのに
何もできない...

誰にでも
「普通」にある

人権です

上司に
トランス
ジェンダーと
打ち明けたら…

「東京(都会)なら理解が
進んでいるだろうから、
そちらへ転職したほうが
あなたのためだ」
と言われた

差別的な言葉を
投げかけられるのが

辛い…

両親に「男
らしくしなさい」

と厳しく育てられたが...
ゲイと打ち明けたら、
実家への出入りを
禁止されてしまった

銀行や
病院の窓口で...

アパート
を借りようと
したら…

同性カップルを
理由に断られた

「家族」でないから
大切なパートナー
の最期に立ち合う
ことができない

相談できる場所はある？
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※ホームページは「With You さいたま」で検索

☎ ０４８－７２３－１４４７（月～金、9:00～17:00、祝日・年末年始を除く）

（県内の小・中・高校生・青少年〔原則18歳まで〕に関する相談）

埼玉県男女共同参画推進センター

よりそいホットライン（一般社団法人社会的包摂サポートセンター）

埼玉県こころの電話（埼玉県立精神保健福祉センター内）

埼玉県立総合教育センター　よい子の電話教育相談

市では様々な悩みを持つ女性を対象にした女性相談を実施しています。

今回のシンフォニーでは、「LGBT ～性的少数者～」について、
当事者・支援者団体として活動されている「レインボーさいたまの会」の方とともに、

“その人らしさ”について考えてみたいと思います。

インタビュー記事は中面へ▶

そもそも 「LGBT」とは…　

「弟」から、身体上の性別は女性だが、心は男性
（トランスジェンダ―）と打ち明けられた事をきっ
かけに活動を開始。自身は会社員。２児の父親で
もある。埼玉県内在住。

子ども用　☎ ＃７３００　または　０１２０－８６－３１９２（24時間、年中無休）
保護者用　☎ ０４８－５５６－０８７４（24時間、年中無休）
Ｅメール相談　　  soudan@spec.ed.jp
ＦＡＸ相談　　０１２０－８１－３１９２　※Ｅメール相談・ＦＡＸ相談の受信確認・返信は平日9:00～17:00

専門相談

その他の相談窓口

「レインボーさいたまの会」
代表 加藤さん

10代後半にバイセクシュアルであることを自覚。
男性とも女性とも交際経験あり。家族は自身の
事を理解してくれている。幼稚園児～高校生の
４児の母親。埼玉県内在住。

「レインボーさいたまの会」
共同代表 鈴木さん

お話を聞いたのは

性的少数者を表す総称のひとつです

「レインボーさいたまの会」 rainbowsaitamanokai@gmail.com

具体的な活動内容等

Symphony


